
雪霧接蒸或叛

スマートシティ都留2006

（都留市自治体経営白書）発「副

市の現状や実態、問題点などを市民の皆様に対しても包み隠さず「見せる」ことで「見えてくる」

課題を、市民と行政の協働のカで解決していくことを目的に「白書※」を発刊します。

※白書とは、政府の各省庁がその所管とする行政活動の現状や対策・展望などを国民に知らせるための報告書の

名称であり、日本では、昭和22年片山内閣が発表したのが最初です。もと、英国政府の報告書が白表紙を用い

たところから「白書」と言われています。

平成18年4月から、市民の皆様と協働により策定しました「学び、発見、

実践みんなで創る“スマートシティ都留”」をテーマに掲げる「第5次長期総合

計画」がスタートしています。本市が掲げる「個性輝く創造社会」「持続可能

な定常社会」「互恵・共生社会」の3つの目指すべき地域社会像を実現するた

め、基本計画の中で、8つのアクションプランに体系化された施策を展開し

ています。

「スマートシティ都留2006（都留市自治体経営白書）」は、財政状況や8つの

アクションプランの進捗状況、さらには今後の課題や方向性などを総括的

に掲載し、本市が実践している行財政経営について、アカウンタビリティ

（説明責任）を果たすとともに、市の現状や実態の「見える化」の第一歩として、

県内自治体では初めて作成しました。

「白書」は市ホームページで公開していますが、冊子を希望する市民の方

は「住所・氏名（団体名）・電話番号」を、電話・ファクシミリ・メールなどで

お申し込みください。

間合・申込先　政策形成課　企画担当

℡（43）llll FLⅨ（45）5005　Eメール　kikakul＠city．tsuru．1g．jp

一緒に考えましょうi 
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け
る
ま
ち
づ
く
り
の
最
高
規
範
」
と
し
て
、

今
年
度
中
に
制
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
検
討
審
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
の
諮

問
に
応
じ
て
、
こ
の
提
出
さ
れ
た
市
民
案

を
ベ
ー
ス
に
、
条
例
原
案
な
ど
を
検
討
し
、

市
長
に
答
申
し
ま
す
。
本
市
の
個
性
と
市

民
の
想
い
の
あ
ふ
れ
た
条
例
の
制
定
に
向

け
、
あ
な
た
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

対
　
　
象
　
市
内
在
住
で
1
8
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
　
若
干
名

任
　
　
期
　
答
申
完
了
ま
で
（
約
1
年
間
）

報
　
　
酬
　
市
の
規
定
に
よ
る

申
込
締
切
　
5
月
1
6
日
釜
）

間
合
・
申
込
先
　
政
策
形
成
課
　
政
策
担
当

つ
く
る
会
」

に
よ
り
「
都
留

市
自
治
基
本
条

例
（
市
民
案
）
」

が
市
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ

の
市
民
の
想
い

が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
市
民
案

を
ベ
ー
ス
と
し

「
都
留
市
に
お

都
留
市
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）

検
討
審
議
会
委
員
募
集

3
月
7
日
に
市
民
メ
ン
バ
ー
0
0
名
か
ら

な
る
「
私
た
ち
の
ま
ち
の
自
治
基
本
条
例
を


